
ＩＴ活用理科学習指導案 

作成者 教育センター指導主事   

 

１．校 種   高等学校 

２．学 年   第２学年 

３．教科等   理科・生物Ⅰ 

４．単元名   遺伝 

５．単元の指導計画（総時数２２時間） 

  第一次 メンデルの実験と遺伝の法則・・・・・・（８時間） 

  第二次 連鎖と染色体地図・・・・・・・・・・・（６時間） 

   １時 遺伝子の連鎖 

   ２時 遺伝子の組換え 

   ３時 組換え価 

   ４時 問題演習 

   ５時 染色体地図・・・・・・・・・・・・・・・本時 

   ６時 ユスリカのだ腺染色体の観察 

  第三次 性と遺伝・・・・・・・・・・・・・・・（２時間） 

  第四次 遺伝子の本体・・・・・・・・・・・・・（６時間） 

６．本時の学習 

 (１) 題目 染色体地図 

 (２) ねらい 

    組換え価を用いて染色体地図を作成し、だ腺染色体の観察により遺伝子の位置を確認し

たことを知る。                         【知識・理解】 

    ユスリカのだ腺染色体の観察方法を知る。       【観察・実験の技能・表現】 

 (3) ＩＴ教材を使う意図 

 第二次６時（次時）に、実際に唾腺染色体の観察を行う。その方法の説明は、実験実施

時に行えばよいのであるが、実験に対する興味関心を高めイメージを与えるため、モーガン

の研究について理解した本時の終盤に１回めの説明を行う。この観察実験に必要な作業手順

と注意点を理解させるための情報をＩＴ機器により示したい。このときの最重要ポイントは、

観察対象のユスリカの必要な部分を、角度や大きさを変えて複数の写真で示したことである。

見え方の違いを経験することで、より適確に観察対象を見つけ出すことができるようになる。

次時に実際のユスリカや器具・装置を手にしながら説明を受けることにより、観察実験の方

法の理解がすすむと考えられる。 

また、実際に観察実験を行うとき、作業手順や注意点の確認作業が必要となる場合があ

る。この場合、コンピュータの支援により、生徒が主体的に確認作業を行えれば、教師は同

じ注意をくり返すことなく、実験の進行にあわせて適切な指導を行うことができる。 

 (4) 使用ソフト Microsoft 社 Excel 2003 



 (5) 展 開 

時間 学習過程 生徒の学習活動 支 援 評価規準 

５ 

分 

 

導 

入 

 

１ 組換え価に

つ い て 復習

をする。 

 

２ 本時の学習

内 容 を 確 認

する 

○ 組換え価の求め方と

その意味を復習す

る。 

 

○ 遺伝子の、染色体

上の位置について

組換え価をもとに考

える。 

・ 組換え価の求め方と、組換え価

の値の大きさと、組換えのおこり

やすさの関係を、指名により答

えさせる。 

・ 遺伝子は染色体にあるだけで

なく、位置が決まっていることを

組換え価をもとに考えられること

を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

10 

分 

 

展 

開 

 

 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

10

分 

３ 組換え価か

ら、染色体地

図をつくった

モーガンの研

究について理

解する。  

 

 

 

 

○ 組換え価から遺伝

子の相対的な位置

関係を推定する方

法を理解する。 

 

 

○ 上記の推定の結果

が正しいことを確認

する方法を理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

○ だ腺染色体では、染

色体地図に対応し

た横縞が見られるこ

とを理解する。 

 

・ 三点交雑の例を用い、組換え

価どうしの関係を考えさせる。 

・組換え価の関係から遺伝子の

相対的な位置関係を推定させ

る。 

 

 

 

 

・だ腺染色体の存在を知らせ、そ

の性質を説明する。 

・だ腺染色体と、体細胞分裂時に

観察された染色体との違いに

気付かせ、指名により答えさせ

る。 

 

・突然変異に対応した染色体の違

いが観察できることを知る。 

・時間があれば、活動中の遺伝子

の存在場所であるパフを説明す

る。 

 

【知識・理解】                                      

組換え価を

用いて染色

体地図を作

成したこと

を知る。（ﾜ

ｰｸｼｰﾄ） 

 

 【知識・理解】 

だ腺染色体

の観察によ

り遺伝子の

位置を確認

したことを

知る。（ﾜｰｸ

ｼｰﾄ）                         

15 
分 
 

ま 
と 
め 

４ まとめと次回

予告 

○だ腺染色体の観察

方法を理解する。 

・次回、モーガンの研究と同様に

だ腺染色体の観察を行うことを

知らせ、その方法を説明する。 

 

 

 

【観察・実験

の技能 ・表

現】 

ユスリカのだ

腺染色体の観

察方法 を知

る。（生徒観

察） ・倍率の設定と、だ腺染色体
の探し方 ④ 

 

・アカムシ全体像とその頭部   
② 

 

・体細胞分裂時の染色体の
顕微鏡像と唾腺染色体の
顕微鏡像      ① 

 

・アカムシのだ腺の確認  ③ 
 



(6) ＩＴ教材の説明 

①について 

 観察したことのある、体細胞分裂時

の染色体とだ腺染色体を比較し、相違

点に気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

②について 

 次時の観察実験操作の説明をおこな

う。まず、ユスリカ幼虫がどのような

生物であるかを知り、頭部を確認でき

るように、見分け方を示す。 

 

 

 

 

③について 

 だ腺がどのようなものであるかを知

り。その見分け方を示す。また、脂肪

体を示し、間違いを防ぐ。 

 

 

 

 

 

 

④について 

 低倍率像を示すことで、だ腺染色体

を確実に見つけられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 



(7)まとめ 

 ① 次時において、観察実験の作業手順や注意点を確認したい生徒は、コンピュータの支援に

より主体的に行うことができる。実験中に、一度説明したことへの対応に追われることなく、

適切な指導が可能になる。 

② 観察対象のユスリカの必要な部分を、角度や大きさを変えて複数の写真で示した。また、

エクセルを用いることで、写真の拡大・縮小を自由に行うことができる。このような見え方

のちがいを体験することで、より適確に観察対象を見つけ出すことができる。 

 ③ 別にアカムシ写真集として、ここでの使用のために撮影した写真をまとめてある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                           


